
349 

帰
り
ま
し
た
。
八
月
二
十
日
で
し
た
。 

 

昭
和
二
十
一
年
三
月
に
結
婚
、
現
在
一
男
三
女
の
親
と

し
て
農
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

北
満
勤
務
に
つ
い
て 

山
梨
県 

 

小 

林 

要 

吉 
 

 

  

私
は
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
二
月
一
日
、
山
梨
県
北

巨
摩
郡
韮
崎
町
水
神
に
出
生
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年

三
月
、
韮
崎
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
し
た
。
書
き
方
を
得

意
と
し
成
績
は
上
位
で
し
た
。 

 

昭
和
十
三
年
、
徴
兵
検
査
は
甲
種
合
格
で
、
昭
和
十
四

年
一
月
入
営
と
な
り
、
入
営
す
る
者
二
十
人
を
代
表
し
て

挨
拶
を
し
た
。
大
阪
で
検
査
を
受
け
数
日
し
て
大
阪
港
を

出
て
大
連
港
、
奉
天
（
瀋
陽
）、
新
京
（
長
春
）
を
経
て
璦

琿
へ
着
く
。
二
月
の
こ
と
と
て
寒
く
、
便
所
の
時
だ
け
甲

板
に
出
る
。 

 

部
隊
は
満
州
国
黒
河
省
第
六
国
境
守
備
隊
第
二
中
隊

（
中
川
隊
）
に
入
隊
。
私
は
速
射
砲
隊
に
配
属
さ
れ
、
砲

の
口
径
は
一
七
〇
ミ
リ
、
五
人
で
一
門
で
三
人
で
牽
引
す

る
。
時
に
馬
で
引
く
場
合
も
あ
る
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
で

「
ソ
軍
」
の
戦
車
に
苦
し
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
速
射
砲
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隊
を
設
け
た
よ
う
で
す
。 

 

内
務
班
の
生
活
は
朝
六
時
起
床
、
点
呼
、
三
十
分
の
銃

剣
術
の
稽
古
、
教
練
、
演
習
、
各
種
当
番
等
で
、
午
後
九

時
に
消
灯
で
あ
る
。
ビ
ン
タ
は
時
に
は
喰
ら
っ
た
が
予
想

し
て
い
た
よ
り
少
な
く
、
と
言
っ
て
も
要
領
の
悪
い
初
年

兵
は
度
々
や
ら
れ
た
。
や
ら
れ
る
者
は
決
ま
っ
て
い
る
。 

 

冬
の
水
汲
み
当
番
は
大
変
だ
。
零
下
二
〇
数
度
と
な
り
、

井
戸
の
汲
み
出
し
口
一
・
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
っ
た
も
の
が
、

汲
み
出
す
水
が
こ
ぼ
れ
て
井
戸
の
汲
み
出
し
口
に
凍
り
つ

き
、
次
第
に
口
は
小
さ
く
な
り
、
四
〇
セ
ン
チ
位
に
な
っ

て
し
ま
う
。
汲
み
出
し
た
水
は
側
の
大
釜
に
入
れ
て
お
湯

に
す
る
。
気
の
強
い
お
湯
当
番
が
い
て
、
お
湯
を
バ
ケ
ツ

に
入
れ
て
く
れ
る
。
零
下
三
〇
度
位
は
ザ
ラ
に
あ
る
。 

 

営
庭
に
は
温
度
を
示
す
旗
竿
が
立
っ
て
い
て
、
青
旗
は

零
下
五
度
、
赤
旗
は
零
下
一
〇
度
、
赤
一
つ
青
一
つ
で
零

下
一
五
度
と
分
か
る
。 

  

昭
和
十
四
年
七
月
、
一
期
の
検
閲
が
終
わ
り
一
等
兵
に

進
級
す
る
。
満
州
の
春
は
遅
く
、
五
月
頃
に
木
の
芽
が
吹

く
、
七
月
は
夏
で
暑
く
四
〇
度
に
も
達
す
る
。
満
人
は
西

瓜
、
ト
マ
ト
、
大
豆
、
玉
蜀
黍
、
馬
鈴
薯
、
韮
、
葱
の
類

も
多
く
栽
培
す
る
よ
う
だ
。
土
地
は
平
坦
、
見
渡
す
限
り

山
と
言
っ
て
も
丘
程
度
で
、
高
い
と
言
っ
て
も
百
メ
ー
ト

ル
位
。
日
の
出
と
日
没
の
太
陽
の
直
径
は
一
メ
ー
ト
ル
も

あ
ろ
う
か
。
夕
日
は
真
っ
赤
で
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
動
く
よ

う
な
感
じ
で
地
平
線
に
沈
む
。
日
中
の
太
陽
は
内
地
と
変

わ
る
こ
と
な
く
全
く
同
じ
。 

 

昭
和
十
五
年
一
月
、
初
年
兵
教
育
の
助
手
と
な
る
。
同

年
、
演
習
と
言
う
も
討
伐
作
戦
あ
り
。
余
り
に
も
奇
遇
で

あ
る
が
、
私
よ
り
九
歳
上
の
実
兄
の
憲
治
が
、
兵
隊
で
璦

琿
駅
に
い
る
の
で
こ
な
い
か
と
の
連
絡
が
あ
り
駅
で
会
っ

た
。
広
い
満
州
、
北
満
、
し
か
も
黒
竜
江
西
岸
璦
琿
で
会

う
と
は
。
演
習
は
孫
呉
、
チ
チ
ハ
ル
に
至
る
広
汎
な
地
域
、

帰
営
は
来
た
道
と
違
う
所
を
通
っ
て
第
二
中
隊
に
帰
る
。 

 

第
六
国
境
守
備
隊
は
第
一
中
隊
か
ら
第
八
中
隊
ま
で
璦

琿
に
駐
屯
し
、
第
九
中
隊
、
第
十
中
隊
は
朝
水
に
駐
屯
。

朝
水
は
璦
琿
の
西
北
一
五
キ
ロ
位
に
あ
り
ま
し
た
。
思
い

出
し
ま
し
た
、
速
射
砲
は
九
四
式
三
七
ミ
リ
弾
で
、
戦
車
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の
装
甲
三
〇
ミ
リ
厚
さ
を
撃
ち
抜
く
と
聞
い
た
。
ま
た
九

四
式
速
射
砲
に
は
眼
鏡
が
付
い
て
い
ま
し
た
。 

  
昭
和
十
六
年
暗
号
手
と
な
り
、
司
令
部
勤
務
。
六
密
暗

号
解
読
書
に
よ
り
首
引
き
で
解
読
に
励
み
、
解
読
の
上
、

上
司
に
提
出
す
る
。
ゲ
ー
ペ
ー
ウ
暗
号
手
を
狙
い
、
暗
号

書
所
持
せ
る
者
を
確
保
せ
ば
多
額
の
懸
賞
金
か
け
ら
れ
た

と
の
噂
し
き
り
。
そ
う
暗
号
書
が
持
ち
出
せ
る
訳
が
な
く
、

番
号
が
付
ら
れ
誰
が
何
号
を
も
っ
て
解
読
に
あ
た
る
か
が

記
帳
さ
れ
、
使
用
後
は
ま
た
返
納
が
記
録
さ
れ
る
か
ら
だ
。 

 

昭
和
十
六
年
七
月
、
関
特
演
（
関
東
軍
特
種
演
習
）
あ

り
、
完
全
軍
装
、
実
弾
携
行
で
璦
琿
か
ら
南
一
〇
〇
キ
ロ

の
孫
呉
に
至
る
。
四
〇
度
も
あ
ろ
う
酷
熱
、
ト
マ
ト
畑
や

西
瓜
畑
で
喉
の
渇
き
を
い
や
す
。
渡
河
演
習
も
実
施
さ
れ

た
。
第
四
軍
司
令
官
は
後
宮
淳
で
、
璦
琿
に
司
令
部
が
あ

っ
た
。
文
献
に
よ
る
と
関
特
演
の
時
の
第
四
軍
司
令
官
は

鷲
津
鉱
平
中
将
だ
と
あ
っ
た
が
我
々
兵
に
は
分
か
ら
ぬ
こ

と
。 

 

黒
竜
江
南
岸
に
監
視
哨
あ
り
「
ソ
軍
」
陣
地
や
兵
の
動

き
を
監
視
し
、
そ
の
記
録
を
記
し
、
監
視
長
に
報
告
す
る
。

倍
率
五
〇
、
レ
ン
ズ
の
径
二
五
セ
ン
チ
、
長
さ
一
・
五
メ

ー
ト
ル
、
通
常
二
〇
倍
で
見
る
。
千
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て

い
る
の
に
黒
竜
江
北
岸
の
「
ソ
軍
」
の
兵
舎
の
庭
で
餌
を

拾
う
雀
も
は
っ
き
り
分
か
る
。
精
巧
な
も
の
だ
。 

 

黒
竜
江
の
河
幅
千
メ
ー
ト
ル
、
凍
結
す
れ
ば
三
メ
ー
ト

ル
の
厚
さ
で
、
戦
車
の
通
過
も
で
き
る
。
氷
の
厚
さ
の
測

定
も
監
視
哨
勤
務
の
仕
事
で
あ
る
。 

 

黒
竜
江
に
は
鮭
と
も
鯉
と
も
つ
か
ぬ
魚
が
獲
れ
、
釣
り

上
げ
る
と
三
、
四
回
氷
の
上
で
跳
ね
る
が
、
そ
れ
で
凍
っ

て
仕
舞
い
に
動
か
な
く
な
る
。
叺
に
入
れ
炊
事
に
渡
す
。

叺
に
入
れ
る
の
だ
か
ら
二
十
匹
や
三
十
匹
は
獲
れ
る
。 

 

監
視
哨
の
兵
員
は
五
十
人
で
三
カ
月
交
替
で
あ
る
。
冬

期
に
は
銃
の
鉄
部
に
触
れ
ぬ
よ
う
、
頬
に
注
意
す
る
。
防

寒
帽
の
垂
れ
紐
を
結
ぶ
よ
う
に
と
も
い
う
。
兵
の
宿
舎
は

厚
い
煉
瓦
造
り
、
ペ
ー
チ
カ
で
温
め
る
。
石
炭
が
燃
料
で
、

焚
き
付
け
は
白
樺
の
木
、
油
気
も
あ
り
す
ぐ
着
火
す
。
時

た
ま
酒
を
く
れ
る
が
氷
の
ま
ま
飯
盒
ま
た
は
食
器
で
受
け

解
凍
し
て
飲
む
。
狼
が
多
く
生
息
し
、
夜
の
遠
吠
え
を
聞
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く
。
ノ
ロ
鹿
が
餌
食
、
ノ
ロ
鹿
も
多
く
生
息
す
る
の
で
狼

も
多
い
わ
け
で
す
ね
。 

  
軍
隊
生
活
も
時
に
つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
概
し
て

平
穏
で
、
事
務
室
勤
務
が
多
く
、
洋
服
仕
立
て
の
技
が
あ

り
「
公
用
腕
章
」
を
つ
け
て
外
出
す
る
。
ど
ん
な
字
か
知

ら
な
い
が
シ
ー
カ
ン
ズ
に
将
校
の
独
立
官
舎
が
三
十
棟
か

四
十
棟
あ
り
、
部
隊
長
以
下
将
校
は
乗
馬
で
部
隊
に
通
う
。

厩
あ
り
、
飼
育
、
手
入
れ
、
繋
留
し
て
い
た
。 

 

営
外
居
住
は
将
校
の
み
な
ら
ず
准
士
官
、
曹
長
（
妻
帯

者
）
も
い
る
か
ら
相
当
数
で
あ
る
。
子
供
も
い
る
。
部
隊

か
ら
四
キ
ロ
位
の
所
と
憶
え
て
い
た
が
、
今
考
え
る
と
そ

ん
な
に
部
隊
か
ら
離
れ
て
い
て
は
部
隊
へ
の
行
き
帰
り
も

大
変
だ
し
、
部
隊
に
緊
急
事
態
が
生
じ
て
も
少
し
離
れ
す

ぎ
る
感
あ
り
、
二
キ
ロ
位
か
と
も
思
う
。 

 

私
は
高
小
卒
業
後
、
兄
憲
治
が
甲
府
市
下
連
雀
三
丁
目

で
洋
服
屋
を
し
て
お
り
、
そ
こ
で
洋
服
仕
立
て
の
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
既
製
服
は
あ
ま
り
な
く
、
仕
立
て

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
軍
隊
に
も
色
々
の
職
業
の
人
も
い

ま
し
た
が
、
洋
服
職
人
は
皆
無
と
言
う
程
で
し
た
か
ら
、

将
校
さ
ん
の
奥
様
方
に
重
宝
が
ら
れ
、
将
校
の
服
は
個
人

持
ち
で
す
か
ら
生
地
を
い
た
だ
い
て
洋
服
屋
が
仕
立
て
る

の
で
す
。
シ
ー
カ
ン
ズ
に
洋
服
屋
が
な
い
た
め
私
が
仕
立

て
て
い
ま
し
た
。
公
用
で
隊
を
出
て
作
る
の
で
す
。
他
に

子
供
服
や
カ
ー
テ
ン
を
縫
っ
た
り
し
ま
し
た
。 

  

仕
事
を
終
え
て
隊
に
帰
る
の
で
す
が
、
必
ず
と
言
う
ほ

ど
煙
草
を
買
い
な
さ
い
と
銭
を
包
ん
で
く
れ
ま
す
。
そ
れ

が
二
円
、
五
円
、
拾
円
と
多
額
な
の
で
金
は
あ
り
余
り
、

戦
友
の
実
家
が
困
る
と
言
わ
れ
、
拾
円
を
渡
し
て
内
地
に

送
り
、
大
変
感
謝
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
言
葉
通
り

芸
は
身
を
助
く
と
は
こ
の
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

  

私
は
第
二
中
隊
で
初
年
兵
中
成
績
四
位
以
下
に
な
っ
た

こ
と
な
く
、
い
つ
も
一
選
抜
、
従
っ
て
兵
隊
の
生
活
で
つ

ら
い
耐
え
ら
れ
な
い
と
言
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
内
地

の
生
活
と
た
い
し
た
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
夏
は
暑
く
冬
は
極
端
に
寒
く
、
凍
傷
患
者
も
あ
る
が
、
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体
質
で
か
か
り
や
す
い
人
も
あ
り
、
か
か
っ
て
も
極
め
て

軽
い
者
も
い
る
。
私
は
後
者
で
、
か
か
っ
て
も
医
務
室
で

軟
膏
を
塗
り
、
手
を
こ
す
る
程
度
で
済
ん
で
し
ま
う
。 

 
部
隊
の
北
四
キ
ロ
位
の
と
こ
ろ
に
小
高
い
山
が
あ
り
、

中
山
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
一
五
セ
ン
チ
榴
弾
砲

の
弾
二
個
が
一
梱
包
の
木
箱
に
収
め
ら
れ
た
の
が
、
ト
ラ

ッ
ク
で
中
山
の
地
下
壕
に
運
び
込
ま
れ
数
十
日
ほ
ど
そ
の

使
役
に
い
っ
た
。
中
山
の
五
個
位
あ
る
地
下
入
口
へ
ト
ラ

ッ
ク
が
弾
薬
を
積
ん
だ
ま
ま
入
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
中

は
左
右
に
穴
が
掘
ら
れ
ト
ラ
ッ
ク
は
そ
こ
ま
で
行
く
の
で

あ
る
。
そ
こ
は
ま
た
穴
が
掘
ら
れ
木
枠
で
丈
夫
な
柵
が
設

け
て
あ
っ
て
、
そ
こ
に
格
納
す
る
。 

 

話
に
よ
る
と
五
年
は
戦
っ
て
撃
ち
き
れ
な
い
ほ
ど
貯
蔵

し
て
あ
る
の
だ
と
聞
い
た
。
山
頂
に
は
ト
ー
チ
カ
が
三
つ

あ
っ
て
砲
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
年
八
月
初
旬

「
ソ
軍
」
侵
入
の
折
、
逸
速
く
関
東
軍
撤
退
と
か
、
あ
の

弾
薬
を
撃
た
な
か
っ
た
の
は
惜
し
い
気
が
し
て
な
ら
な
い
。 

  

除
隊
す
る
頃
、
甲
府
市
出
身
の
満
軍
大
尉
の
雨
宮
様
が
、

満
州
に
残
り
食
糧
公
社
の
仕
事
を
し
な
い
か
と
す
す
め
ら

れ
た
が
、
手
に
職
も
あ
り
、
洋
服
屋
も
結
構
忙
し
い
と
兄

に
も
言
わ
れ
た
の
で
帰
る
こ
と
に
し
た
。 

 

軍
隊
の
こ
と
と
言
わ
れ
て
も
、
除
隊
後
す
で
に
六
十
五

年
、
そ
の
上
、
軍
隊
生
活
の
多
く
は
事
務
室
勤
務
、
公
用

外
出
し
て
洋
服
仕
立
、
縫
製
の
仕
事
が
多
く
、
軍
隊
生
活

と
言
う
て
も
特
異
で
、
ま
あ
楽
を
し
ま
し
た
。 

 

満
州
の
思
い
出
と
し
て
は
、
春
の
訪
れ
は
遅
く
、
五
月

末
に
花
樹
に
一
勢
に
花
が
咲
く
。
夏
は
酷
暑
四
〇
度
に
達

す
る
。
短
期
間
に
野
菜
、
根
菜
、
果
樹
が
成
育
し
結
実
す

る
。
夏
野
菜
の
代
表
格
の
西
瓜
、
ト
マ
ト
の
成
育
は
早
く
、

し
か
も
大
玉
で
あ
る
。
大
豆
畑
家
は
一
望
千
里
、
小
麦
の

収
穫
に
コ
ン
バ
イ
ン
が
使
わ
れ
、
大
豆
畑
家
の
耕
転
に
は

ト
ラ
ク
タ
ー
が
使
用
さ
れ
る
な
ど
農
業
の
機
械
化
が
進
ん

で
い
る
点
も
あ
り
驚
い
た
。
内
地
で
は
馬
に
鋤
を
曳
か
せ

て
田
を
耕
し
て
い
た
か
ら
進
ん
で
い
る
な
と
感
じ
た
。 

 

あ
ん
な
に
寒
い
と
こ
ろ
で
夏
が
短
い
の
に
蛇
の
大
き
い

の
に
も
驚
い
た
。
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
、
太
さ
は
手
首
程
も

あ
ろ
う
。
青
光
り
し
て
気
味
悪
い
。
川
岸
の
草
む
ら
を
素
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早
く
滑
る
が
ご
と
く
動
く
様
は
異
様
で
あ
る
。
餌
と
な
る

蛙
や
野
ネ
ズ
ミ
が
多
い
た
め
か
。 

 

そ
う
そ
う
満
軍
雨
宮
大
尉
に
除
隊
後
、
公
社
入
り
を
す

す
め
ら
れ
て
、
そ
の
ま
ま
満
州
に
留
ま
っ
て
い
た
ら
、
三

年
後
の
八
月
「
ソ
軍
」
侵
入
で
ど
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
や

ら
、
人
の
運
命
岐
れ
目
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
、
む
ず
か

し
い
。 

 

北
満
の
春
早
々
の
こ
ろ
山
火
事
頻
発
す
。
山
と
言
う
て

も
三
メ
ー
ト
ル
程
の
樹
木
が
あ
り
満
人
は
山
火
事
の
火
で

煙
草
に
火
を
つ
け
て
吸
い
、
消
そ
う
と
は
し
な
い
。
時
に

ノ
ロ
鹿
が
飛
び
出
す
。
ノ
ロ
鹿
を
撃
つ
が
、
命
中
し
て
も

す
ぐ
斃
れ
ず
、
三
、
四
十
メ
ー
ト
ル
先
で
倒
れ
る
。
肉
は

淡
白
、
焼
い
て
食
す
る
が
煮
て
食
べ
た
か
憶
え
は
な
い
。

満
州
の
烏
は
白
く
、
豚
は
黒
色
。
大
工
鉋
は
前
に
押
し
て

枝
を
削
る
。
大
豆
は
ト
ラ
ッ
ク
で
バ
ラ
の
ま
ま
で
積
ん
で

き
て
そ
の
ま
ま
お
ろ
し
野
積
み
で
あ
る
。 

 

雪
は
少
な
く
、
多
く
て
三
十
セ
ン
チ
の
積
雪
。
黒
竜
江

岸
や
そ
れ
に
そ
そ
ぐ
大
小
の
川
一
帯
は
ツ
ン
ド
ラ
地
帯
で

あ
る
。
夏
は
草
む
ら
が
水
面
の
随
所
に
浮
い
て
お
り
、
用

心
し
て
乗
る
と
膝
小
僧
ま
で
没
す
る
沼
地
で
そ
れ
が
無
限

に
あ
る
。
黒
竜
江
南
岸
一
帯
は
数
十
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
。
冬

は
朔
風
、
シ
ベ
リ
ア
嵐
が
あ
り
、
草
木
は
枯
れ
て
荒
涼
た

り
。 

 

除
隊
後
、
洋
服
屋
、
六
十
歳
頃
か
ら
書
道
塾
、
そ
の
間

国
勢
調
査
員
等
を
勤
め
、
そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
て
勲
六

等
瑞
宝
章
の
栄
誉
に
あ
ず
か
る
。
返
り
見
て
ま
あ
ま
あ
分

相
応
と
言
え
よ
う
。 




